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スラグ Cturbulent slug) の挙動と速度場を実験的に調査し，スラグの初生位相帯，スラグ前縁の移動
速度，遷移距離，管横断面上速度と乱れ強さの分布等を明らかにするとともに，平板脈動境界層におけ


















(2) 選移域近傍に初生するスラグ (turbulent slug) の挙動と速度場を，平板脈動境界層におけるパッ
チ (turbulent pa tch )との類似性に着目しつつ実験的に調査し，スラグの初生位相帯，スラグの前
縁の移動速度.選移距離および管横断面上の速度と乱れ強さの分布等を明らかにしている。
(3) 乱流域において，十分発達した流れが擬定常状態をとるような条件下では，入口流れの圧力は十分
発達した流れの表示式で近似できる乙とを明らかにし，この結果を用いて入口流れの速度に関する有
効な計算法を提示している。
(4) 乱流域において，上述の擬定常状態が成立する条件下では，速度と乱れ強さの時間平均成分は，非
定常性の影警をほとんど受けない乙とを実証するとともに，速度と乱れ強さの様相から決定される助
走距離は，従来定常流に対して報告されている値とほとんど変らない乙とを明らかにしている。
以上のように，本論文は円管内脈動入口流れに関する動特性の一部を明らかにし，管路設計上有用な
基礎資料を提供したものであり，流体工学上寄与すると乙ろが大きい。よって，本論文は博士論文とし
て価値あるものと認める。
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